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 本書は 21 世紀以後中国国内で変貌を遂げつつある高等教育（主として大学・短期大学教
育）における外国語学部を中心とする外国語教育、なかでも中国国外の各国大学との提携
の下に、共同で学生への高度な語学教育を施す教育課程の有効性を研究対象にしている。
国外提携大学の中心の一つは日本の大学であり、中国から日本への留学生の流れ、留学形
態、さらに卒業後の進路情況、留学経験者を受け入れた企業側の動向についても知ること
ができる。本書の狙いは、「中外合作教育モデルによる高水準の外国語習得人材の養成が、
外国語教育の国際化の一つの重要な道筋となること」「探求段階にある中外合作の教育課
程設立の効果と有益性を探ること」（前言より）であるとされる。 
 いわゆる改革開放後、あらゆる分野でめざましい近代化を遂げている中国であるが、本
書は特に高等教育分野における外国語教育について、北京、天津の 2 直轄市および河北省
を中心にここ 30 数年の成果を整理し、中外合作形式（中国国内の高等教育機関と国外の高
等教育機関とが協議書に調印して合同でおこなうプロジェクト）での人材育成方法の現状
と発展の方向性（将来性）を分析している。分析のためのデータ抽出方法は、留学経験者、
企業人材管理者などへの「アンケート調査」である。アンケートの調査結果を一問ずつ総
合的に評価し、以下の点を明らかにしようとしている。「外国語教育専門課程で採用して
いる中外合作様式の異なる特徴」「留学が外国語専門学生に発生させる個人への効果と利
益、社会へのそれ、また経済効果と非経済効果」「調査結果、データ解析を根拠に、河北
省の高等教育機関における発展しつつある外国語教育の問題点と改善点」「河北省の外国
語専門課程において国際化複合型の高水準な外国語習得人材を養成するための建設的な意
見および提案」「中国の高等教育における外国語教育改革の方向性および発展の背景」（本
書、1－2 頁）である。 
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 本書の構成は以下のようである。 
 
第一章 緒論 
一、研究背景及意義 
二、国内外相関研究現状 
三、研究方法 
四、研究内容及研究思路 
五、本次研究的創新点及不足 
第二章 中外合作辦学的発展歴程及辦学模式 
一、中外合作辦学的定義及其発展的現実意義 
二、我国高校中外合作辦学的発展歴程 
三、我国高校中外合作辦学模式的分類及其特点 
第三章 京津冀地区高校外語専業中外合作辦学現状的調査与分析 
一、京津冀地区高校外語専業採用的中外合作辦学的主要模式 
二、北京地区高校外語専業中外合作辦学的現状調査与分析 
三、天津地区高校外語専業中外合作辦学的現状調査与分析 
四、河北省高校外語専業中外合作辦学的現状調査与分析 
五、小結 
第四章 河北省高校外語専業中外合作辦学存在的問題及改進対策 
一、河北省高校外語専業中外合作辦学存在的問題 
二、借鑑京津地区経験，河北省高校外語専業中外合作辦学的改進対策 
三、小結 
第五章 河北工業大学中日跨学科合作辦学項目的案例研究 
一、辦学理念 
二、辦学模式及弁学特色 
三、中日跨学科合作辦学的効果調査与分析 
四、河北工業大学外語専業与国外高校合作辦学的未来展望 
五、小結 
第六章 対有留学経歴者的留学効益調査与分析 
一、受訪有留学経歴者的基本情況調査 
二、有留学経歴者語言能力及専業技能等提高程度的調査与分析 
三、有留学経歴者跨文化溝通等諸方面能力提高程度的調査与分析 
四、有留学経歴者総合能力及整体素質提高程度的調査与分析 
五、有留学経歴者対国内外教学情況及学習環境的対比評価与分析 
六、出国留学的個人効益和社会効益的調査与分析 
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七、受訪留学生対我国外語教育改革的建議以及留学的感想和収獲 
八、小結 
第七章 外資企業中方及外方管理者対有留学経歴者的評価調査及対比分析 
一、受訪者及其所属企業的基本情況調査 
二、受訪者対有無留学経歴者語言応用等諸方面能力的評価調査及対比分析 
三、受訪者対有無留学経歴者総合能力及整体素質的評価調査及対比分析 
四、受訪者対有無留学経歴者為公司帯来貢献及効益的評価調査及対比分析 
五、受訪者対其他留学相関事項的評価調査及対比分析 
六、受訪中方及外方管理者対我国高校外語教育改革的希望及建議 
七、小結 
第八章 高校外語専業中外合作辦学的効益評估及必要性分析 
一、外語専業採用中外合作辦学的効益分析与評估 
二、外語専業採用中外合作辦学模式培養人材的必要性分析 
三、採用中外合作辦学模式培養複合型高端人材的未来展望 
 
 このほか巻末に以下の附録および参考文献が附されている。 
 
附録 
附録 1 中華人民共和国中外合作辦学条例 
附録 2 中華人民共和国中外合作辦学条例実施弁法 
附録 3 対有留学経歴者的調査問巻 
附録 4 対外資企業管理人員的調査問巻（中文版） 
 
 まず本書の概要を紹介しつつ、特徴を指摘しておきたい。 
 第一章は序論で、本書の研究の背景と意義、国内外の先行研究の現状、研究方法、研究
内容と研究思考、本研究の独創的な点および今後の研究課題（北京、天津、河北省という
地域的な限定性）が書かれている。第二章は中外合作形式の共同教育課程の発展史と課程
創出に関する概要説明がなされている。中外合作形式の共同教育課程の定義、現代的な意
義、今日までの発展状況、分類と様式から見た特徴、について述べている。第三章では、
北京、天津、河北省の高等教育機関の外国語専門教育課程で採用している中外合作形式の
共同教育課程の主要な様式で進められている教育の総括をして、この地区の中外合作形式
の共同教育課程に対して調査をおこない、それを詳細に分析している。中外合作形式の共
同教育課程は既存で 13 ものモデルがあることに驚かされる。中外合作形式の共同教育課程
実施において、数量、種類ともに、河北省よりも北京・天津地域の方が先んじていると結
論づけている。第四章は、第三章の調査と分析を基礎に、河北省の高等教育機関の外国語
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専門教育課程で実施している中外合作形式の共同教育課程に存在する問題、それへの対応
策を論じている。対象地域における外国語教育実施状況は盛んで中外合作形式の共同教育
課程設置状況も多種多様であり、今後も継続した発展が見込まれるとしている。第五章で
は、河北工業大学における学部を越えた中外合作形式の共同教育課程に関する実例研究で
ある。この教育課程の理念、様式と特色を述べた後、この教育課程を利用して留学した経
験者（既卒、在学者）計 48 名（本書執筆時）へのアンケート調査とその分析から、この合
作モデルの今後と他機関への展望を提供している。第六章は、中国人留学経験者の留学か
らの効果と利益への調査と分析が論じられる。留学経験者 115 名へのアンケート調査を通
じて、留学経験者が留学によって自己の能力およびその向上の度合いの認識状況、留学が
社会的にもたらしたと考えられる間接的価値と貢献についてを、説明している。第七章に
は、外資系企業に勤務する留学経験者の企業、社会へ発する効用、利益について、105 名
の人事管理部門の担当者へのアンケート調査を基にしながら分析を進めている。第六、七
章が本書の中核になっている。上述した調査と分析を根拠として、高等教育機関の外国語
専門教育課程における中外合作形式の共同教育課程の効果と有益性に総合評価を下すの
が、最後の第八章である。外国語専門教育課程で採用、実施している中外合作形式の共同
教育課程の必要性に対して評価をしている。 
 本書は 1980 年代以降の対外開放政策にともない育成が急務とされた外国語専門人材に
関して、中国の高等教育における外国語専門教育の発展状況を、外国の高等教育機関との
共同人材養成課程の創出と運営に絞り込み、その有益性の有無について評価している点が
特徴的である。もちろん、対象地域は北方の北京、天津、河北省に限定されているが、こ
こを本書の欠点とするのはいささか酷である。著者は自嘲気味にそう述べているが、広大
な中国には各地に外国語専門課程の高等教育機関が存在しており、その教育方法は歴史的
な経緯を含めて独自性がある。また進出する外資系企業も業態はさまざまで数も相当存在
するからである。各地域の実地調査は一研究機関の一個人では、成し遂げるのは不可能で
ある。むしろ、一章を設けて、中国国内各地域の高等教育機関の外国語専門課程の地域的
な特色を調査して列挙するだけでも、著者が述べるような本書の局限性を解消できて、本
書の貴重性がさらに高まったのではないだろうか。結果的には、本書の分析対象地域との
対比ができて、本書の有益性を高めることができたかもしれない。 
 留学経験者と外資系企業人事管理者へのアンケート調査、その調査の整理分析に基づい
ている点が、何と言っても本書の優位点になっている。二種類のアンケート調査は個人を
対象として実施されている。質問項目ごとに結果を明示しながら分析を進めているので、
問題点を理解しやすい。アンケート末尾には記述式の質問が設けてある。この回答率が高
いこと、個々の内容も興味深く、発展的に利用できる可能性を内包している。回答データ
が円グラフで示されるが、グラフの必要性があるのかどうか、この表示方法には若干の改
善点があるように感じられた。一方で、日本における現代中国研究の分野でも、社会状況
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の調査などにアンケート式の聞き取り調査が実施されてはいるが、まだまだ少数にとどま
っている。その有効性は認識されているものの、日中両国の国情の相違で思うように実施
できないこともあるそうである。 
 最後に本書の成果を生かす今後の動向を探っておきたい。 
 日中両国の相手国に対する印象は、ここ数年来、尖閣諸島の国有化以降、双方ともに非
常によくない。政治関係は冷え込み、経済関係もまた日本の対中投資が減少した。言論 NPO
による第 11 回日中共同世論調査（2015 年）によると、日本人の中国に対する印象は「良
くない」（「どちらかといえば良くない印象」を含む、以後同様）は昨年よりもやや改善
したものの 88.8％で、依然として高水準である。ところが、中国人の日本に対する印象は、
「良くない印象」が 78.3％に減少、2013 年の 92.8％からはかなり改善している。「良い
印象」（「どちらかといえば良い印象」を含む）を持っている中国人は、昨年の 11.3％か
ら今年は 21.4％と増加している。 
 来日旅行者数は連年増加し、2020 年に 2000 万人の政府目標は達成前倒しかと言われて
いる（2015 年 1 月から 8 月期で前年比 4％増）。なかでも中国人観光客はうなぎのぼりで、
その購買意欲の高さから「爆買い」という流行語さえ誕生した（2015 年流行語大賞を受賞）。
来日中国人観光客の一人あたり旅行支出は 30 万円を超えており、来日外国人観光客平均の
1.8 倍に達している。ところが日本人の観光目的の訪中者数は減少し、日本人観光客をタ
ーゲットにした中国の観光部門に少なからず打撃となっている（評者の 2014 年 3 月訪中時
の見聞も参照した）。上記世論を現実に反映した結果だと言える。 
 留学生もこのパターンと同様であり、例外とは言えない。中国人日本留学生に比べて、
日本人中国留学生は減少している。日本人大学生の参加者がいないため、日本の大学発の
文化交流を含めた短期長期の中国留学プログラムが不成立に終わる年度が発生していると
いう。評者の大学も同様である。現状は片務的な交流関係である。原因の一端は、日本の
マスメディアが中国の国情に関してマイナスイメージを流しているためである。中国報道
は表層的で傍観者的な報道ではなく、未来志向の日中関係に寄与するような報道姿勢が望
まれる。また双方の国に興味関心を持つ動機として、ソフトパワーの活用が有効である（日
中文化交流を牽引するソフトパワー 『東亜』2015 年 8 月号の特集掲載の論考参照）。 
 総じて、日中交流の現状は中国から日本への入超である。その現状下で、日中の高等教
育機関が共同で人材養成にあたった成果を調査分析した本書の価値は高い。本書の成果を
生かして、まず中外合作形式の共同教育課程をさらに持続的に発展させ、次に日本側から
も本書のような研究成果を提出可能な状況を生み出すことが必要だと考えるが、まだその
道のりは険しいと言える。 
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